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ま
　
え
　
が
　
き

時
事
通
信
社
か
ら
、『
最
新 

教
育
キ
ー
ワ
ー
ド
』
が
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
１
９
８
８
年

（
当
時
の
書
名
は
『
教
育
キ
ー
ワ
ー
ド
─
「
現
代
」
を
と
く
１
３
９
の
視
点 

１
９
８
８
─
』）

で
し
た
。
そ
れ
以
降
、
解
説
内
容
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
掲
載
項
目
自
体
の
入
れ
替
え
な
ど
の
改

訂
が
重
ね
ら
れ
、［
第
13
版
］
が
出
版
さ
れ
た
の
は
２
０
０
９
年
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、
約

10
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
大
幅
改
訂
版
と
し
て
の
『
最
新 

教
育
キ
ー
ワ
ー
ド
─
１
５
５
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
押
さ
え
る
教
育
─
』
を
公
刊
し
た
の
は
、
今
か
ら
５
年
ほ
ど
前
の
２
０
１
９
年

７
月
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
5
年
の
間
に
、
日
本
の
学
校
教
育
に
と
っ
て
戦
後
最
大
の
試
練
と
も
い
う

べ
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
感
染
症
拡

大
予
防
策
と
し
て
の
全
国
一
斉
休
業
措
置
に
よ
っ
て
露
わ
に
な
っ
た
の
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
双
方
向
型
の
授
業
の
た
め
に
必
要
な
環
境
整
備
の
立
ち
後
れ
で
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
児
童

生
徒
へ
の
１
人
１
台
の
端
末
の
支
給
と
各
学
校
に
お
け
る
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
主
眼

と
し
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
く
施
策
が
、
急
速
に
進
展
し
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
２
０
２
１
年
１
月
に
は
、
中
央
教
育
審
議
会
が
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』

の
構
築
を
目
指
し
て
～
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
、
協

働
的
な
学
び
の
実
現
～
（
答
申
）」
を
取
り
ま
と
め
、「
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
」「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
の
進
展
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
２

０
２
０
年
代
を
通
じ
て
実
現
を
目
指
す
べ
き
学
校
教
育
の
在
り
方
を
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
と
し
て
提
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
０
２
３
年
６
月
に
は
、
２
０
４
０
年
以
降
の
社
会
を

見
据
え
た
教
育
政
策
に
お
け
る
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
」
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と
「
日
本
社
会
に
根
差
し
た
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
」
を
掲
げ
た
第
４
期
教
育
振
興
基
本

計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
教
育
の
方
向
性
を
検
討
す
る
上
で
不
可
欠
な
羅
針
盤

が
連
続
し
て
示
さ
れ
た
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

本
書
『
最
新 

教
育
キ
ー
ワ
ー
ド
─
１
６
５
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
押
さ
え
る
教
育
』
の
特
集
「
令

和
の
日
本
型
学
校
教
育
と
第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
動
向
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
適
切
に
見
い
だ
し
、
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
こ
と
に
注
力
し
ま
し
た
。
特
集
に

続
く
各
章
に
お
い
て
も
、
項
目
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
ご
と
に
充
て
る
紙
幅
を
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
参
考
文
献
情
報
を
付
記
す
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
各
版
が
培
っ
て
き
た
読
み
や

す
さ
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
掲
載
項
目
の
決
定
に
当
た
っ
て
は
教
育
の
「
今
」
を
読
み
解
く
上
で

必
須
と
な
る
重
要
語
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
を
厳
選
し
て
構
成
し
て
い
ま
す
。

本
書
の
執
筆
は
、
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
日
本
初
の
「
師
範
学
校
」
と
し
て
創
設
さ
れ

て
以
来
、
日
本
に
お
け
る
教
育
実
践
と
教
育
学
分
野
の
研
究
を
牽
引
し
続
け
て
い
る
筑
波
大
学

人
間
系
に
所
属
す
る
研
究
者
と
、
同
大
学
大
学
院
人
間
総
合
科
学
研
究
科
及
び
そ
の
後
身
の
人

間
総
合
科
学
学
術
院
人
間
総
合
科
学
研
究
群
で
教
育
学
関
連
諸
科
学
を
学
ん
だ
研
究
者
が
担
当

し
ま
し
た
。

学
校
教
育
を
直
接
的
に
支
え
て
い
る
現
職
の
先
生
方
や
管
理
職
各
位
、
保
護
者
の
皆
様
方
、

教
育
委
員
会
や
社
会
教
育
施
設
に
お
勤
め
の
方
々
な
ど
の
教
育
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、
教
職
を

志
す
学
生
や
大
学
院
生
、
民
間
教
育
事
業
者
な
ど
、
広
く
教
育
に
関
心
を
お
持
ち
の
多
く
の

方
々
に
本
書
が
活
用
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
読
者
の
皆
様
方
か
ら
の
忌
憚

の
な
い
ご
意
見
や
ご
批
判
と
と
も
に
、
温
か
な
ご
助
言
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ら
幸
甚
に

存
じ
ま
す
。

２
０
２
４
年
３
月　
　

編
著
者
を
代
表
し
て　

藤
田　

晃
之
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ま
え
が
き
・
も
く
じ

ま
え
が
き�

も
く
じ�特

集
　
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
と
第
4
期
教
育
振
興
基
本
計
画

１　

令
和
の
日
本
型
学
校
教
育�

藤
田
晃
之�

2

２　

第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画�

藤
田
晃
之�

4

３　

個
別
最
適
な
学
び�

小
松
孝
太
郎�

6

４　

協
働
的
な
学
び�

小
嶋
季
輝�

8

５　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（W

ell-being

）�

佐
藤
博
志�

10

６　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想�
村
田
翔
吾�

12

７　

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代�

ヤ
ン
・
ジ
ャ
ヨ
ン�

14

８　

教
育
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン�
蒔
苗
直
道�

16

９　

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
教
育�

長
田
友
紀�

18

10　

履
修
主
義
と
修
得
主
義�

田
中　

怜�

20

11　

文
理
横
断
・
文
理
融
合
教
育�

田
中
正
弘�

22

12　

部
活
動
の
地
域
連
携
や
地
域
文
化
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行�

�

横
山
剛
士�

24

13　

教
育
に
お
け
る
エ
ビ
デ
ン
ス�

平
井
悠
介�

26

14　

Society5.0�

に
向
け
た
教
育�

山
本
容
子�

28

15　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育�

礒
田
正
美�

30

第
１
章
　
学
校
・
学
習
支
援
機
関

１　

学
校�

大
谷　

奨�

34

２　

学
級�

早
坂　

淳�

36

３　

一
貫
教
育�

樋
口
直
宏�

38

４　

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
、
日
本
人
学
校
、
補
習
授
業
校�
�

梅
津
静
子�

40

５　

幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園�

後
藤
み
な�

42

６　

学
校
安
全�

桜
井
淳
平�

44

７　

学
校
教
育
の
中
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー�

國
分
麻
里�

46

８　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
学
校�

留
目
宏
美�

48

９　

学
校
教
育
の
中
の
宗
教�

田
中
マ
リ
ア�

50
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10　

学
校
経
営�

浜
田
博
文�

52

11　

ス
ク
ー
ル
リ
ー
ダ
ー�

浜
田
博
文�

54

12　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン�

�

佐
藤
博
志�

56

13　

チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校�

末
松
裕
基�

58

14　

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り�

末
松
裕
基�

60

15　

Ｐ
Ｔ
Ａ�

鈴
木　

瞬�

62

16　

校
務
分
掌�

浜
田
博
文�

64

17　

学
校
選
択�

佐
藤
博
志�

66

18　

学
校
評
価�

佐
藤
博
志�

68

19　

教
育
課
程
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム�

根
津
朋
実�

70

20　

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム�

石
毛
久
美
子�

72

21　

小
学
校
の
教
科
担
任
制�

小
野
明
日
美�

74

22　

小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育�

名
畑
目
真
吾�

76

23　

少
人
数
学
級
と
少
人
数
指
導�

星
野
真
澄�

78

24　

高
等
学
校
の
多
様
化
と
普
通
科
改
革�

岡
部
善
平�

80

25　

Ｗ
Ｗ
Ｌ
、
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、�

　

マ
イ
ス
タ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル�

川
口
有
美
子�

82

第
２
章
　
教
育
行
政
・
教
育
施
策

１　

教
育
政
策�
古
田
雄
一�

86

２　

教
育
制
度�
藤
井
穂
高�

88

３　

教
育
財
政�

内
山
絵
美
子�

90

４　

教
育
の
機
会
均
等
と
公
平�

藤
井
穂
高�

92

５　

教
育
の
公
共
性
・
中
立
性
と
自
由�

藤
井
穂
高�
94

６　

文
部
科
学
省�

藤
田
祐
介�
96

７　

こ
ど
も
家
庭
庁�

藤
田
祐
介�

98

８　

教
育
関
係
審
議
会
と
教
育
改
革�

平
田
敦
義�

100

９　

教
育
委
員
会�

平
田
敦
義�

102

10　

教
育
関
連
の
国
際
機
関�

川
口　

純�

104

11　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
教
育
改
革�

タ
ス
タ
ン
ベ
コ
ワ
・
ク
ア
ニ
シ�

106

12　

法
律
、
政
令
、
省
令
、
通
知�

福
野
裕
美�

108

13　

教
育
基
本
法�

星
野
真
澄�

110

14　

教
育
公
務
員
特
例
法�

藤
田
祐
介�

112

15　

こ
ど
も
基
本
法�

古
田
雄
一�

114

16　

生
き
る
力�

藤
田
晃
之�

116

17　

学
習
指
導
要
領�

根
津
朋
実�

118

18　
「
学
力
の
三
要
素
」
と
「
資
質
・
能
力
の
三
つ
の
柱
」�

�

藤
田
晃
之�

120

19　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト�

根
津
朋
実�

122

20　

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程�

根
津
朋
実�

124

21　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）�

�

勝
田　

光�

126

22　

地
理
総
合
、
歴
史
総
合
、
公
共�

唐
木
清
志�

128
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23　

総
合
的
な
学
習
（
探
究
）
の
時
間�

早
瀬
博
典�

130

24　

特
別
の
教
科　

道
徳�

川
上
若
奈�

132

25　

教
科
書
と
教
科
書
使
用
義
務�

早
坂　

淳�

134

26　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
デ
ジ
タ
ル
教
材�

中
園
長
新�

136

27　

教
育
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ�

古
賀
竣
也�

138

28　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画�

�

宮
澤
優
弥�

140

29　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル�

照
屋
翔
大�

142

30　

学
校
の
情
報
公
開�

末
松
裕
基�

144

31　

学
力
調
査�

花
園
隼
人�

146

32　

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ�

清
水
美
憲�

148

33　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル�

照
屋
翔
大�

150

34　

奨
学
金
制
度�

福
野
裕
美�

152

35　

大
学
入
試
改
革�

大
谷　

奨�

154

36　

ゆ
と
り
教
育�

佐
藤
博
志�

156

第
３
章
　
教
師

１　

教
員
養
成
の
歴
史�

平
田
諭
治�

160

２　

教
員
免
許�
小
野
瀬
善
行�

162

３　

教
職
大
学
院�
橋
場　

論�

164

４　

教
員
採
用
選
考
試
験
の
早
期
化
・
複
数
回
化�
勝
田　

光�

166

５　

教
員
の
専
門
性�

朝
倉
雅
史�

168

６　

教
員
に
求
め
ら
れ
る
資
質
能
力�

加
藤
崇
英�
170

７　

教
員
の
職
務�

小
野
瀬
善
行�
172

８　

教
員
の
服
務
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス�

山
田
知
代�

174

９　

教
員
研
修�

田
邉
良
祐�

176

10　

教
員
評
価�

牧
瀬
翔
麻�

178

11　

教
員
人
事�

牧
瀬
翔
麻�

180

12　

教
員
の
同
僚
性�

加
藤
崇
英�

182

13　

教
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス�

田
邉
良
祐�

184

14　

教
員
の
待
遇�

朝
倉
雅
史�

186

15　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革�

田
中
真
秀�

188

16　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト�

小
牧
叡
司�

190

17　

体
罰
と
懲
戒�

山
田
知
代�

192

18　

学
校
に
置
か
れ
る
教
員
以
外
の
専
門
ス
タ
ッ
フ�

横
山
剛
士�

194

19　

保
護
者
と
の
関
係
と
対
応�

牧
瀬
翔
麻�

196
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第
４
章
　
子
供
・
家
庭
・
社
会

１　

子
ど
も
の
権
利�

半
田
勝
久�

200

２　

子
供
の
自
己
肯
定
感�

中
井
大
介�

202

３　

子
供
の
体
力
・
運
動
能
力
と
健
康�

横
山
剛
士�

204

４　

思
春
期
、
青
年
期�

中
井
大
介�

206

５　

少
年
非
行
、
逸
脱�

桜
井
淳
平�

208

６　

い
じ
め�

江
角
周
子�

210

７　

不
登
校
と
ひ
き
こ
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❖─特集　令和の日本型学校教育と第４期教育振興基本計画

1
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育

SummarySummary

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
と
は
、
中
央
教
育
審
議
会
が
２
０
２
１
年
１
月
に
取
り
ま
と
め

た
答
申
に
お
い
て
提
示
し
た
「
２
０
２
０
年
代
を
通
じ
て
実
現
を
目
指
す
学
校
教
育
」
の
姿
で

あ
る
。
子
供
た
ち
の
知
・
徳
・
体
を
一
体
で
育
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
「
日
本
型
学
校
教
育
」

の
よ
さ
を
生
か
し
つ
つ
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
一
体
と
し
て
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

▼▽▼▽
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
と
は

２
０
２
１
年
１
月
、
中
央
教
育
審
議
会
は
「『
令

和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
~

全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別

最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
~
」
と

題
す
る
答
申
を
取
り
ま
と
め
た
。

答
申
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
学
校
教
育
が
、

学
習
指
導
の
み
な
ら
ず
、
生
徒
指
導
の
面
で
も
主

要
な
役
割
を
担
い
、
児
童
生
徒
の
状
況
を
総
合
的

に
把
握
し
て
教
師
が
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
子
供

た
ち
の
知
・
徳
・
体
を
一
体
で
育
ん
で
き
た
と
評

価
し
つ
つ
、
こ
れ
を
「
日
本
型
学
校
教
育
」
と
呼

ん
で
い
る
。
そ
の
上
で
答
申
は
、
社
会
の
在
り
方

が
劇
的
に
変
わ
る
「Society5.0

時
代
」
の
到
来

や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

な
ど
先
行
き
不
透
明
な
「
予
測
困
難
な
時
代
」
の

中
で
再
認
識
さ
れ
た
学
校
の
役
割
や
課
題
を
踏
ま

え
、
か
つ
、
令
和
時
代
の
始
ま
り
と
と
も
に
生
起

し
た
「
新
学
習
指
導
要
領
の
全
面
実
施
」「
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
」「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
」
の
進
展
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
２
０
２
０

年
代
を
通
じ
て
実
現
を
目
指
す
べ
き
学
校
教
育
の

在
り
方
を
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
と
名
付

け
、
そ
の
具
体
像
を
「
第
Ⅰ
部　

総
論
」
と
「
第

Ⅱ
部　

各
論
」
に
分
け
て
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

▼▽▼▽
目
指
さ
れ
る
資
質
能
力

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
に
よ
っ
て
育
む
べ
き
資
質
能
力
に
つ
い
て
、
答

申
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
人
一
人
の
児
童
生
徒
が
、
自
分
の
よ
さ
や

可
能
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る

他
者
を
価
値
の
あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
し
、

多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
様
々
な
社
会

的
変
化
を
乗
り
越
え
、
豊
か
な
人
生
を
切
り

拓
き
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

（
第
Ⅰ
部
１
）

こ
こ
で
示
さ
れ
た
資
質
能
力
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
が
２
０
１
９
年
に
提
示

し
た
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
パ
ス
」
に
お
い
て
、

子
供
た
ち
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（W

ell-being

）

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
自
ら
主
体
的
に
目
標

を
設
定
し
、
振
り
返
り
な
が
ら
、
責
任
あ
る
行
動

が
と
れ
る
力
が
重
要
と
な
る
と
指
摘
し
た
こ
と
な

ど
を
含
め
、
国
際
的
な
資
質
能
力
論
の
潮
流
を
視

野
に
収
め
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

▼▽▼▽
資
質
能
力
を
育
む
方
策

こ
の
よ
う
な
資
質
能
力
を
育
も
う
と
す
る
令
和

の
日
本
型
学
校
教
育
の
具
体
的
な
姿
に
つ
い
て
答

申
は
、「
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出

す
、
個
別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
」
と

し
た
。
こ
こ
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
少
人
数
に
よ

る
き
め
細
か
な
指
導
体
制
の
整
備
に
よ
る
「
個
別

最
適
な
学
び
」
と
、
探
究
的
な
学
習
や
体
験
活
動
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等
を
通
じ
、
子
供
同
士
あ
る
い
は
多
様
な
他

者
と
協
働
し
な
が
ら
学
ぶ
「
協
働
的
な
学
び
」

と
を
一
体
的
に
充
実
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ

て
い
る
（
表
Ａ
）。

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
は
、
こ
れ
ま
で

教
師
の
視
点
か
ら
「
個
に
応
じ
た
指
導
」
と

呼
ば
れ
て
き
た
も
の
を
、
学
習
者
で
あ
る
児

童
生
徒
の
視
点
か
ら
捉
え
た
も
の
で
あ
り
、

「
指
導
の
個
別
化
」
と
「
学
習
の
個
性
化
」

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の

「
個
別
最
適
な
学
び
」
が
「
孤
立
し
た
学
び
」

に
陥
ら
な
い
よ
う
、
従
来
か
ら
「
日
本
型
学

校
教
育
」
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
き
た
「
協

働
的
な
学
び
」
も
一
体
化
さ
せ
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
企
図
し
た
の
で
あ

る
。▼▽	

今
後
の
方
向
性

答
申
は
、
知
・
徳
・
体
を
一
体
的
に
育
む
と
い

う
日
本
型
学
校
教
育
の
本
質
的
な
役
割
を
重
視

し
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、「
令

和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
の
今
後
の
方
向
性
と
し

て
次
の
４
点
を
挙
げ
て
い
る
。

○　

国
が
、
学
校
教
育
を
支
え
る
人
的
資
源
・
物

的
資
源
を
十
分
に
供
給
・
支
援
す
る
こ
と

○　

学
校
と
地
域
住
民
等
と
の
連
携
・
協
力
体
制

を
拡
充
す
る
こ
と

○　

一
斉
授
業
か
個
別
学
習
か
、
履
修
主
義
か
修

得
主
義
か
、
デ
ジ
タ
ル
か
ア
ナ
ロ
グ
か
、
遠

隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
か
対
面
・
オ
フ
ラ
イ
ン
か
と

い
っ
た
「
二
項
対
立
」
の
陥
穽
（
か
ん
せ
い
）

に
陥
ら
ず
、
教
育
の
質
の
向
上
の
た
め
に
、
ど

ち
ら
の
良
さ
も
適
切
に
組
み
合
わ
せ
て
生
か
し

て
い
く
こ
と

○　

教
育
政
策
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
着
実
に

推
進
し
て
い
く
こ
と

�

（
藤
田
晃
之
）
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